
令和元年度 第８回 国立市スポーツ推進委員定例会 議事録要旨 

 

日 時：令和元年１２月１２日 午後７時から９時まで 

場 所：国立市役所 第三会議室 

出席委員：塩野委員、浜田委員、坂委員、森本委員、仁科委員、吉野委員、原委員 

欠席委員：保坂委員、長谷川委員、五十嵐委員、森西委員、土岐委員 

事 務 局：高橋係長、喜安主事 

 

１．議題 

（１）ボッチャ体験教室について 

  …資料「令和元年度ボッチャ体験教室について」 

  ・ 令和２年２月２２日（土）に実施する体験教室については、後日メール等で確認

し、１月定例会で決定することとなった。 

  ・ 来年度の体験教室に関しても、暫定的に９月までスポーツ推進委員会として実施

することを確認し、候補日については、各委員へ希望日を照会し、月１回の頻度で

定期的に開催することとなった。 

（２）ボッチャくにたちカップ２０１９について 

  …資料「ボッチャくにたちカップ２０１９について」等 

  ・ 事務局より、資料に基づき、大会当日のプログラム進行及び各委員の役割分担に

ついて確認した。 

  ・ ルール説明に関しては模範演技の中で説明していくことを確認した。 

  ・ 当日の試合進行に関して、各コート個別に進行するのではなく、本部の方で一斉

に開始と終了の合図を出すことを確認した。 

（３）東京都市町村ボッチャ大会２０２０について 

  …資料「東京都市町村ボッチャ大会推薦チーム等の報告について」 

  ・ 事務局より、東京都市町村ボッチャ大会実行委員会から受領した資料に基づき、

当日の業務内容を説明した。 

  ・ 参加者の引率や現地対応については、事務局側で担当することを確認し、実行委

員会から要請されている大会運営従事者については、ボッチャサポーター講習会を

受講した塩野委員が担当することを確認した。 

（４）街を・山を歩くについて 

  …資料「『街を・山を歩く』アンケート」 

  ・ 事務局より、第３回の実施にあたり、アンケートを実施し、今後の事業の参考と

していくことを確認した。 

・ 会費制の検討に関する項目の記載方法が分かりづらいとの意見があり、事務局側

で再考することとなった。 



（５）スポーツ子どもの日について 

  ・ 事務局より東京女子体育大学との調整状況に関して説明をし、大学から提案があ

ったラジオ体操に関しては、開会式で準備体操として組み込むことを確認した。 

（６）みんなで卓球 in くにたちについて 

  ・ 事務局より、多摩障害者スポーツセンターとの調整状況に関して、３月７日に実

施することを説明し、当日の出席委員については、次回定例会で確認することとな

った。 

 

２．報告 

（１）社会体育事業報告 

○地域スポーツクラブについて 

 ・ 塩野委員より、地域スポーツクラブ設立運営準備委員会の進捗状況について報告し

た。 

 ・ 今後、地域スポーツクラブの種目等の検討を行っていくうえで、スポーツ推進委員

全員からの強力なサポートを依頼した。 

○東京都スポーツ推進委員協議会社員総会 １２月１１日（水） 

 ・ 出席した仁科委員より、社員総会の報告を行った。 

・ 賛助会費についての報告があり、国立市からの賛助会費納入については、次回定例

会までに、東京都スポーツ推進委員協議会の決算書等をもとに、会費使途を確認した

上で、協議していくこととなった。 

○地域スポーツ支援研修会について 

 ・ 出席した委員に確認したところ、２月８日に立川市で開催される市町村部の研修会

に参加していくことを確認したが、開催時間や研修内容などの正式な案内が届いてい

ないため、正式な案内が届き次第、出欠を確認することとした。 

○東京マラソン２０２０について 

 ・ 事務局より今年度も東京都スポーツ推進委員協議会から、応援要請があったことを

報告した。 

・ 当日は塩野委員と原委員がボランティアとして参加することを確認した。 

○三市交流会について 

・ 事務局より、開催市である武蔵村山市から正式な案内が来ていないことを報告し

た。 

・ 出欠については次回の定例会で確認することとなった。 

・ 来年度は国立市が開催市となっているが、実施内容について、引き続き検討してい

くこととした。 

○オリンピック・パラリンピック関係について 

 ・ 事務局より、パラリンピック聖火リレーについて、８月２３日に国立市を通過する



こととなったことを報告した。 

・ また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催年となることに

合わせて、東京認定アスリートや国立市にゆかりがあるアスリートを紹介する市報特

集号を発行していくことを報告した。 

以上 


